
企業のセキュリティ対策状況を総合的に把握し、
費用対効果の高いセキュリティ対策を立案することで、
セキュリティ経営の推進を支援。

NRI セキュアテクノロジーズ （野村総合研究所グループ）

セキュリティ対策状況可視化サービス

企業の情報セキュリティ対策は、技術的な要素以外に、人的・物理的・
組織的など、多方面からのアプローチが必要です。関係者へのヒアリング
で現状を多角的に診断し、定量的および定性的に関連データを分析しま
す。また、セキュリティ投資に関しては、不備や不足の指摘だけでなく、
重複の有無を評価するなど、網羅的な可視化を実施します。

多角的アプローチと網羅性
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NRI セキュアテクノロジーズが国内および海外の著名なセキュリティ対策
基準の要求を解釈し、継続更新する標準化フレームワークを用いて、組織・
拠点ごとのセキュリティレベルを横断的に評価します。標準化フレームワー
クを用いることで、統一された基準で比較することが可能となり、自社の
課題や対策すべき優先順位が可視化されます。また、独自調査で入手した
国内外 700 社以上の対策状況や、業種・規模が近い企業や同業他社な
どとの比較も可能です。

標準化フレームワーク
「NRI Secure Framework（NSF）」の活用2

標的型攻撃、内部不正などますます高まるセキュリティ上の脅威に対して、
評価の対象である企業としてどこまで防御策が講じられているかを表す

「耐性」を定量的に評価します。具体的には、脅威が顕在化した際の早期
検出の手段、およびリスク発生時の影響を極小化させる対策の評価を行
い、予防策と発生時の対応策を可視化します。

深刻化するサイバー攻撃に対する「耐性」を評価
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当パンフレットに関するお問い合わせはこちらまでお願いいたします。Email : info@nri-secure.co.jp

3つの
特徴
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NRI セキュアテクノロジーズが長年コンサルティングで培ってきたノウハウと外部 基 準を踏まえて整理したフレームワーク「 NRI 
Secure Framework （NSF）」を用いて自社やグループ会社・海外支社のセキュリティ対策状況を網羅的・横断的に可視化します。さ
らに、 セキュリティリスク評価のみならず、具体的な対策に踏み込んだ提言や、セキュリティ対策に関わる中長期のロードマップ作成支援
まで実施します。

概要

価格
基本料金 500 万円（税別）～ ヒアリング（組織、アプリケーション、ネットワークなどの 6 対象）、可視化・報告書作成を含みます

オプション料金 個別見積もり 例） ・リスクシナリオ分析　・ロードマップの作成　・お客さま指定のヒアリング項目や基準の追加
 ・報告書のカスタマイズ（特定の脅威シナリオ対応）　など

Phase1 ～ Phase3 の 3 段階で支援します。

サービス提供3つのフェーズ

Phase1
現状課題の把握

Phase2
セキュリティリスクの可視化

Phase3
ロードマップの策定と報告

NSF は国内外の著名なセキュリティ対策基
準＊をもとに作成した 5 つの切り口で現状
課題が把握されます。

■ Governance 人的・組織的な対策、規定、体制 など

■ Risk リスク、インシデント管理、BCP など

■ Compliance 法令、契約、規則の把握・遵守 など

■ Physical 物理的な対策、設備、施設 など

■ Technical 技術的な対策、構成管理、アカウント管理、
脆弱性管理、データ管理、ログ管理 など

NSF を用いることで、組織・拠点ごとのセ
キュリティレベルを横断的に、統一された
基準で比較することができます。
また、独自で入手した国内外企業の対策状
況や、業種・規模が近い企業や同業他社な
どとの比較も可能であり、自社の課題や対
策すべき優先順位が可視化されます。

セキュリティレベルの可視化（報告書イメージ）

個々の企業ごとにセキュリティリスクや具
体的な対 策に踏み込んだ 提言と、その会
社の経営方針や事業戦略から打ち出した
IT 戦 略と整合させつつ、実 効 的なセキュ
リティ対策について中長期のロードマップ

（3～5 年までの段 階 的な対 策 計 画）が 提
示されます。

中長期ロードマップ（報告書イメージ）

＊NSF で活用している代表的な外部基準
　ISO 27001/27002、NIST Cybersecurity Framework、CIS Critical Security Controls、PCI DSS など

9225-0043-03-1712


